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研究成果の概要（和文）：本研究は、通常学級に通う発達性読み書き障害児の学習全般に不可欠

な読み書き支援法に関して、認知神経科学的特性を踏まえた上で構築することが目的である。

新たに、ひらがな音読検査課題と漢字読み書き課題を開発し、健常小学生の発達変化のデータ

集積を行い、発達性読み書き障害診断アルゴリズムを確定した。診断された発達性読み書き障

害児の音韻操作能力ならびに語彙能力の把握を行った上で、読み書きの認知神経心理学的モデ

ルにワーキングメモリの要素を加味した支援法を開発し、漢字読み書きの障害例に一定の効果

を見いだした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to construct the interventional 
methods for children with developmental dyslexia through cognitive neuropsychological 
approach.  First, we established the new test batteries of Hiragana reading test and Kanji 
reading/writing test and accumulated the data of basic developmental changes of 
reading/writing in typically developing children who are going to elementary schools.  
Diagnostic algorithm for developmental dyslexia was then developed.  And the 
educational supports using neuropsychological models for Japanese reading/writing in 
addition to the ability of working memory were applied to some patients with 
developmental dyslexia and their reading/writing abilities were found to be improved for 
some months.
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１．研究開始当初の背景

我が国の通常学級人口の 6.3%に学習障害、

ADHD 等の発達障害が疑われることが文部

科学省の全国実態調査で明らかになってい

る。その中で学習障害の中核に位置づけられ

ている状態が、読む・書くことを身につける

ことを特別に困難となる読み書き障害であ

る。発達性読み書き障害の病態およびその原

因には、現在まで多くの説が唱えられている。

たとえば、音韻認識処理、聴覚処理、視知覚
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処理、時間的処理障害などであり、様々な情

報処理経路の障害が示唆されている。

読み書き障害に伴う生活の負担を軽減し、

二次障害を防ぐためにも、早期支援が欠かせ

ないというのが、一致した見解である。しか

し、上述のように、発達性読み書き障害の病

態およびその原因は一様ではなく、個々の類

型化が必要であるというのが、国内外での最

近の見解である。そこで、発達性読み書き障

害の類型化に対する科学的研究結果に基づ

き、個々の子どもの認知特性を生かした支援

法の開発、教育工学的支援・実証を早急に推

進する必要がある。

２．研究目的
発達性読み書き障害児童の診断、類型化に基
づき、個々の読み書き障害児の認知特性に合
わせた支援法の開発、有効性検定を行うこと
を目的とする。その前提として、日本人小学
生向けのひらがな音読検査課題と漢字読み
書き検査課題を新たに開発する。そして、神
経心理学的検査によって裏づけられた認知
神経科学モデルに基づき、読み書き処理に必
要な形態、音韻、意味的知識データベースを
既存の自然言語処理研究成果をもとに構築
する。

発達性読み書き障害児に、構造化・共有化

された情報から読み書き処理経路の機能障

害のため取得できない情報への迂回情報を

分かりやすく提示する方法を開発し、さらに

神経心理学的検査によりその有効性を確認

する事を目的とする。

３．研究方法

研究１：学童におけるひらがな音読の発達的

変化

関東地方の大学に附属する小学校の選抜

試験を経て入学し、進級した小学生217名（男

児 103 名，女児 114 名）および関西地方の

複数の公立小学校の通常学級に在籍中の 311
名（男児 164 名，女児 147 名）の総計 528
名を対象とした。ひらがな読み能力は単音，

有意味単語（以下単語），無意味単語（以下

非単語），単文速読課題によって検討した。

これらは，これまで報告されている課題を組

み合わせたものである。

研究２：認知神経心理学的モデルに基づいた

小学生用漢字単語課題の開発

漢字読み書き課題は書字課題、読字課題、

語彙課題の 3 種類を作成した。各学年におけ

る習得順序になるべく沿うよう、単語中の漢

字は各学年で既出のものとし、読字課題以外

にはルビを付与した。単語は 2 から 4 単語長

の単語とし、成人向けの NTT データベース

を参考に各問の親密度及び心像性が同等で、

同音異義語との区別がつくものから、小児向

けの教科書語彙データベース及び児童参考

書に含まれる単語を選定した。文字表象の難

度(画数)、音韻表象の難度(読替有無)の二つの

条件設定をし、それらの２×２のデザインと

し、4 条件を設定した。小学校で使用されて

いる一般的な国語の教科書（光村図書、東京

書籍、教育出版）を調査し、読み替え学年を

決定した先行研究を参考に読替有無を決定

した。

健常対象は、東海地方の公立小学校 1 校 16
クラスに協力を得て、通常学級在籍の小学 2
年～6 年生の 492 名に検査を実施した。なお、

通級支援児は対象から除き、実施時期は平成

21 年 2 月とした。発達障害児群は国立精神・

神経センター病院（現：国立精神・神経医療

研究センター病院）を受診した 21名の同意、

保護者の同意のもとに平成 21 年 2 月から 5
月に検査を実施した。

研究３：発達性読み書き障害児における漢字

と平仮名の読み書き障害様相の関連性

国立精神・神経医療研究センター病院の外

来受診をした小学 2 年生から中学 3年生まで

の発達性読み書き障害児 30 名(平均年齢 11
歳 8 カ月±2 歳 7 カ月、男 24 名、女 6 名)を
対象に、ひらがな音読課題と漢字読字書字課

題を検査室にて実施した。漢字読み書き課題

の標的漢字は、画数と読み替えの有無を考慮

し、小学 1 年から小学 4 年までの学年別配当

漢字より、各学年 32 個(1 年漢字のみ 24 個)
の漢字を選定し、各学年の漢字読字課題と漢

字書字課題を作成した。

標的漢字は当該学年より 2学年下の学年配

当漢字(小学 2 年生は小学 1 年生配当漢字、小

学 6 年生以上は小学 4 年生配当漢字)とした。

本課題の実施に先立ち、作成した当該学年

の漢字読み書き課題について、公立小学校に

通う小学 2 年生から小学 6 年生の健常児(計
178 名)を対象に実施し、読字課題の平均正答

率が 97％以上、書字課題の平均正答率が

90％以上であることを確認した。

研究４：発達性読み書き障害(Developmental 
Dyslexia)児に対する漢字の読み書き介入効果

国立精神・神経医療研究センター病院に受

診する発達性読み書き障害（DD）児 8 名(小
学 3 年生～中学 1 年生)を対象とした。介入の

実施に際しては、保護者および対象児に対し

て説明を行い、参加と発表に関する同意を得

た。なお、本研究の実施に関しては国立精神



神経医療研究センターの倫理委員会より承

認を得た。介入の実施に先立ち、DD 児の読

み書き障害の程度、認知処理能力、語彙処理

能力について評価を行った。評価に際しては、

研究１、２で述べたひらがな音読検査と漢字

読み書き検査、そして WISC-Ⅲ、絵画語彙発

達診断検査（5 年生以上は抽象単語理解力検

査）を実施した。読み書き障害の程度に応じ

て、漢字の読みと書きのいずれかの介入法を

実施した。

漢字の読みに関しては、漢字の読み正答率

が低い DD 児を対象とした。介入では漢字の

デ ジ タ ル 読 み 書 き 支 援 教 材

(http://www.e-kokoro.ne.jp/ss/r/index.html
：特別支援教育デザイン研究会, 2009)を用い

た。漢字読み書きに関しては、漢字の読み正

答率が 80%以上であり、書きの正答率が 80％
以下であった DD 児 4 名を対象とした。介入

は、繰り返し書字学習を行うコントロール条

件と、漢字を構成している部分の中から既知

の情報を見つけ出し、言語化させる学習を行

う熟知情報活用条件を設定した。各条件にお

ける介入期間は約 1 か月とし、その効果は介

入直前直後と実施 1 か月後（保持期間後）の

3 時点で評価した。

４．研究成果

研究１：学童におけるひらがな音読の発達的

変化

単音速読課題を全対象（528 名）に実施し

た。非単語速読課題（342 名），単語速読課題

（344 名），単文速題課題（217 名）を含めて

いずれの課題においても，学年が進むととも

に音読時間は短くなる傾向があった。いずれ

の課題においても 1年生では有意に音読時間

が長いことが示された。音読時間は学童期の

前半で特に短縮する点が目立ち，単音速読課

題と非単語速読課題の場合 5年生以降の変化

が少なかった。また，単語速読課題と単文速

読課題の場合 4年生以降の変化が乏しかった。

読み誤り数は 4 つの課題とも平均 0～2 個と

少なかった。学年，性別を 2 要因とした

ANOVA では，単音速読課題と単語速読課題

の「学年」（p 値<0.05）および単文速読課題

における「性別」（p 値<0.05）に主効果を認

めた。非単語の読み誤りは，統計学的有意差

が得られなかった。読み誤りの内容を分析す

ると，単音速読課題，非単語速読課題ともに

促音，拗音，濁音や半濁音の特殊音節の読み

誤りを認めた．単音課題では特殊音節の誤り

が読み誤り総数の 56.9%を，非単語課題では

29.2%を占めた．後者の課題ではその他の誤

りとして，形態的・音韻的に類似した文字に

読み間違えること（たとえば，「め」を｢ぬ｣，

「か」を「あ」，「ね」を「な」に読み間違え）

や文字の順序が入れ替わる読み間違いがみ

られた．

研究２：認知神経心理学的モデルに基づいた

小学生用漢字単語課題の開発

１．読字課題

１）条件ごとの正答率

発達性読み書き障害児(Dyslexia)群は、注

意欠如／多動性障害児(AD/HD)群に比較し、

読字課題の少画・多画・読替有条件において

有意に成績が悪く、また読替無条件において

成績が悪い傾向があった。

２）条件間の正答率の差

発達性読み書き障害児(Dyslexia)群は、注

意欠如／多動性障害児(AD/HD)群に比較し、

音韻表象の難易度を表す読替漢字の読替有

条件から初出漢字の読替無条件を差し引い

た結果で成績が悪い傾向があった。

２．書字課題

１）条件ごとの正答率

発達性読み書き障害児(Dyslexia)群は、注

意欠如／多動性障害児(AD/HD)群に比較し、

音韻表象の難易度を表す読替漢字の読替有

条件から初出漢字の読替無条件を差し引い

た結果で成績が悪い傾向があった。一方、注

意欠如／多動性障害児(AD/HD)群は、発達性

読み書き障害児(Dyslexia)群に比較し、文字

表象の難易度を表す多画条件から少画条件

を差し引いた結果で成績が悪い傾向があっ

た。

２）条件間の正答率の差

発達性読み書き障害児(Dyslexia)群では、

音韻表象の難易度を表す読替漢字の読替有

条件から初出漢字の読替無条件を差し引い

た結果のほうが、文字表象の難易度を表す多

画条件から少画条件を差し引いた結果より、

やや成績が悪かった。しかし、音韻表象の難

易度を表す読替漢字の読替有条件から初出

漢字の読替無条件を差し引いた結果と、文字

表象の難易度を表す多画条件から少画条件

を差し引いた結果との間に、有意な差がみら

れなかった。

一方、注意欠如／多動性障害児(AD/HD)群
では、発達性読み書き障害児(Dyslexia)群と

逆に文字表象の難易度を表す多画条件から

少画条件を差し引いた結果のほうが、音韻表

象の難易度を表す読替漢字の読替有条件か

ら初出漢字の読替無条件を差し引いた結果

より、成績が悪く、それらには有意な差があ

った。これは、注意欠如／多動性障害児群は

書字課題において、「多画数の漢字について



より多く誤る」という傾向を反映した結果で

あると考えられた。

研究３：発達性読み書き障害児における漢字

と平仮名の読み書き障害様相の関連性

平仮名音読課題の標準化得点について、単

音速読課題、単語速読課題、非単語速読課題、

単文音読課題の音読時間において、それぞれ

相関関係が認められた。そのため、平仮名音

読課題と漢字の読み書き課題との関連につ

いては、共分散構造分析を用いて検討を行っ

た。

結果より、単語速読課題の音読時間におけ

る標準化得点から漢字の読み課題の正答率

に対する標準偏回帰係数が有意であったが、

その他の音読課題における音読時間の標準

化得点に関しては関連性が認められなかっ

た。漢字の書き課題に関しては、すべての平

仮名音読課題の音読時間の標準化得点との

間に関連性は認められなかった。

発達性ディスレキシア児それぞれにおけ

る漢字読み書き課題における各条件(多・少画

数×読みの一貫性高い・低い)の正答率と単語

速読課題における音読時間の標準得点の検

討では、画数に関わらず一貫性の低い条件の

漢字の読み正答率が 50％以下である事例で

は、単語速読課題の音読時間における標準得

点が当該学年の平均値＋2SD 以上長い事例

は、9 名中 8 名であった。

漢字の読み成績に与える認知特性の影響

を検討するために、当該学年の漢字読み課題

と正答率を目的変数とし、WISC-Ⅲの下位検

査の評価点を従属変数とする重回帰分析を

用いて検討を行った。その結果、WISC-Ⅲの

下位検査の単語と数唱の評価点が高いほど、

漢字の読み成績が高いことが明らかにされ

た。他の下位検査に関して、そのような関連

性は認められなかった。

研究４：発達性読み書き障害(Developmental 
Dyslexia)児に対する漢字の読み書き介入効果

１）漢字の読みに関する介入について（4 例）

事例 S1 は、聴覚記憶に困難を示すが視空

間処理は良好であり、語彙能力も年齢相当で

あった。介入は、A 文と B 文について介入時

期をずらして実施した。A 文に関して、介入

を行った直後に読み正答率が増加し、その介

入効果は実施 2 カ月後以降において保持され

た。B 文に関して、介入を行わなかった期間

で読みに改善は認められなかったが、介入直

後で読みに正答率の上昇が認められた。また、

その効果は介入実施１カ月後以降において

保持された。介入を行わなかった C 文では読

みの改善は認められなかった。

事例 S2 は、聴覚記憶と視空間処理に困難

を示すものの、語彙能力は年齢相当であった。

事例 S2 において、介入直後に読みの正答率

は増加し、その効果は１カ月後まで保持され

た。事例 S3 と S4 は、視空間処理は良好であ

るが聴覚記憶に困難を示し、語彙能力は当該

年齢よりも低かった。事例 S3 と S4 に関して

は、介入直後で読み正答率が増加したものの、

その効果は保持されなかった。

２）漢字の書きに関する介入について（4 例）

事例 S5 は、視空間認知に困難を示すが聴

覚記憶が良好であり、語彙能力は年齢相当で

あった。反復学習条件直後では、書字成績に

改善が認められたが、その効果は持続しなか

った。熟知情報を活用した学習後では、直後

より書字成績の改善が認められ、その効果は

1 カ月後以降で持続した。

事例 S6 と事例 S7 は、視空間認知に困難を

示すが聴覚記憶は良好であり、語彙処理能力

は年齢相当であった。事例 S8 は、聴覚記憶

は良好であったが語彙能力は当該年齢より

も低かった。介入を実施した DD 児 4 名全員

が介入後に漢字書字正答率が増加した。うち

1 名は、その後の保持期間で正答率が減少し

た。

これらの点から、発達性読み書き障害児に

対する読み書きの介入効果のメカニズムを

検討する際には、従来の認知神経心理学的モ

デルにワーキングメモリを組み込んだモデ

ルが有効であることが推測できた。また、介

入効果が保持されなかった事例では語彙処

理能力の弱さを伴っており、読み書きの定着

に語彙処理能力が影響している可能性があ

る。したがって語彙の増加や活用を狙う介入

も併せて行う必要があると思われる。今後は、

検討例数の増加を図り、特異的発達障害児へ

の介入指導システムの確立を目指す必要が

ある。
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